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平成31年度 当初予算額（一般会計）の内訳

全体の借入金残高推移（臨財債除く）

市税
537.0億円
37.3%

民生費
522.1億円
36.2%

土木費
185.2億円
12.9%

公債費
149.4億円
10.4%

教育費 
135.2億円
9.4%

衛生費
131.1億円
9.1%

総務費
119.6億円
8.3%

商工費
106.3億円
7.4%

その他
92.1億円
6.3%

歳入
1,441.0億円

歳出
1,441.0億円
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※29年度末までは決算額、30年度・31年度は見込額

国庫支出金
235.9億円
16.4%

市債
156.3億円　
10.8%

地方交付税
113.0億円
7.8%

譲与税・交付金
96.6億円　6.7%

県支出金
94.4億円　6.6%

その他
207.8億円　
14.4%

歳入
 市税  ………………市民税や固定資産税、軽自動車税など
 国庫支出金  ………使い道が定めてある国の補助金や負担金など
 市債  ………………特定の事業などのために長期的に借り入れるもの
 地方交付税  ………国が使い道を定めず交付するもの
 譲与税・交付金  ……地方譲与税や地方消費税交付金など
 県支出金  …………使い道が定めてある県の補助金や負担金など
 その他  ……………広告収入や使用料・手数料など

歳出
 民生費  ……………各種福祉などの経費
 土木費  ……………道路や河川などの整備・維持、都市計画などの経費
 公債費  ……………市債の元金・利子の償還金など
 教育費  ……………学校・幼稚園、その他教育などの経費
 衛生費  ……………健康づくりやごみの処理などの経費
 総務費  ……………市の内部管理や税金徴収、支所の運営などの経費
 商工費  ……………商工業・観光振興、消費生活対策などの経費
 その他  ……………消防費や農林水産業費、議会費など

活気あふれるまちづくり（産業振興）

魅力あふれるまちづくり（シティプロモーション）

持続可能なまちづくり（都市基盤）

充  IT化推進補助（1,500万円）

充  上武道路「道の駅」の設置（16億4,231万円）

新  消防通信指令システムの更新
　 （7億7,644万円）

新  買い物利便性向上支援事業（500万円）

新  赤城山大沼周辺光ファイバ整備補助（2,000万円）

新  AIを活用した地域交通の最適化
　 （700万円）

充  高校生のための体験型企業説明会（350万円）

新  優良建築物等整備事業補助・

　 市街地再開発事業補助（1億3,300万円）

充  通学路等の防犯カメラの設置管理
　 （2,003万円）

　既にある仕事の魅力を高めるとともに、新たな仕事を創出し、市
民それぞれが個性を生かして活躍できるビジネスチャンスにあふ
れたまちを目指します。

　地域の魅力を創造・発信し、誰もが訪れ住み続けたくなるまちを目指します。

　人口減少・少子高齢社会に対応した都市基盤の構
築を推進し、将来にわたり安全で、安心して暮らせる
まちを目指します。

事業用ハードウェアやソフトウェアの更新に要する費用の一部を補助
します。

新たな道の駅の設置に向けて施設の設計や用地取得などを実施します。

119番通報を受信する通信機器などの更新整備を
行います。

事業所密集率の低い市街化区域以外をモデル地区とし、店舗改修の
一部を支援することで、事業継続や事業承継に結び付け、近隣住民の
買い物などの利便性を向上させます。（補助上限10万円）

赤城山大沼周辺の活性化のため、民間事業者が実施する光ファイバの敷
設工事費を補助します。

ふるさとバス、るんるんバス、城南地区地域内交通
にAI配車システムを導入します。

高校生を対象に市内企業を知る機会と職業観・勤労観の育成を図る
ことを目的として体験型企業説明会を開催します。

優良建築物などの整備や都市再開発法に基く民間再開発事業への補助
を行います。

地域の安全対策のため、通学路の防犯カメラを増設
します。

地域の皆さんの生活を長年支えている郊
外の店舗を応援する、新しい補助事業が始ま
ります。飲食や日用品雑貨、生鮮食品などの
小売業、生活関連サービス業を営む店舗で、
小規模な改修を考えている事業者は、ぜひ

気軽に問い合せてください。

　2021年6月に、上武道路沿線
に道の駅を開業予定です。地域
のにぎわい創出や前橋の魅力
ＰＲのための場となるよう、計画

を進めています。

　子どもたちが安全に通学できるよう、防
犯カメラを設置しています。設置した電柱
にはこのような表示があります。本年度は

さらに充実させていく予定です。

にぎわい商業課
小林 悟

道路建設課
清水 和典

防災危機管理課　穗苅 典昭 防犯灯一体型防犯カメラ
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